
2024年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL22424A02）

 

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ドミニカ共
和国 G154 美術 20～45

歳のみ 個別 新規 2年 ・2024/3 ・2025/1 ・
2025/2

    

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

文化省

2）配属機関名（日本語）

サルセド芸術学校
NGO

3）任地（ エルマナス・ミラバル県 サルセド市 ） JICA事務所の所在地（ サントドミンゴ特別区 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ で 約 2.5 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

エルマナス・ミラバル県の主要3都市であるサルセド市、ビジャタピア市、テナレス市は、地元地域発展を目指すため
『サルセド地域開発技術事務所』を設置している。本団体は官民学連携の組織として活動をしており、JICA海外協力隊
も数多く受け入れている。本校も組織の一員であり、芸術教育を通じて健全な青少年の育成を目指して設置された芸術
学校である。美術と音楽を中心に指導し、魅力ある地元の開発に主眼しており、将来も地元に残って、地元の活性化に
貢献できる人材を育成することを目的としている。在籍学生数は約70名。職員数は8名その内5名が教員。

【要請概要】
1）要請理由・背景

配属先では、現在、音楽の授業として、ピアノ、バイオリン等の様々な楽器の指導を行うとともに、美術の授業では、
線画や油彩の授業を行っている。しかしながら、教師の知識・技術に限りがあり、指導内容がワンパターンでそこから
幅を広げられないでいる。これらのことから、美術の授業において、1. 指導の質および生徒の学びの成果の向上、2. 生
徒の異文化体験促進、3. 学生の年間養成カリキュラムに新たな知識を加える、といった目的で同分野の知識および技術
を持つ隊員の要請に至った。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

同僚教員と協力して、以下の活動を行う。
1. 学校の授業計画に沿って、生徒を対象に美術の授業を行う。(平日の午後3時～6時)
2. エルマナス・ミラバル県の美術キャンプや学校の参加型イベント等に協力教員として参加する。
3. 同校の連携校であるミゲル・カネロ・ラサロ中等教育学校の線画の授業を支援する。(平日の午前中)
4. その他、地域おこしの芸術プロジェクトへの参加も期待されている。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

・執務机、美術教室、線画・油彩

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL22424A02_1.jpg?t=1716243956
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL22424A02_2.jpg?t=1716243956
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL22424A02_3.jpg?t=1716243957
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL22424A02_4.jpg?t=1716243957
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL22424A02_5.jpg?t=1716243958


4）配属先同僚及び活動対象者

配属先の同僚:
スーパーバイザー: 校長 40代女性
カウンターパート: 美術教諭 1名、20代女性、経験年数12年
活動対象者:
学校の生徒(7～18歳) 約70名

5）活動使用言語

スペイン語

6）生活使用言語

スペイン語

7）選考指定言語

言語問わず(レベル:D)

【資格条件等】
[免許/資格等]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（大卒）美術　備考：同僚と同様またはそれ以上
の学歴

[経験]：（　　　　）　備考：

[参考情報]：

　・美術を通した青少年との活動経験があると良

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（熱帯雨林気候）　気温：（18～31℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（不安定）

[水源]：（不安定）

【特記事項】
インターネットや電気・水道などのインフラは整備されているが、地方都市では断水や停電が頻繁に起こることがある。

【類似職種】

COPYRIGHT(C)1995-2015 JAPAN INTERNATIONAL COOPERATION AGENCY. ALL RIGHTS RESERVED.


